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Ⅰ 

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
の
施
策
の
ひ

と
つ
に
、
企
業
家
的
な
手
工
芸
生
産
者
の
育
成
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
、
企
業
家
的
に
生
産
形
態
を
展
開
さ
せ
た
事
例
と
し
て
、
染
色
業

を
生
業
と
す
る
職
能
集
団
カ
ト
リ
ー
を
位
置
づ
け
、
生
産
形
態
の
変

化
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
西
部
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
カ
ッ

チ
地
方
で
、
染
色
を
生
業
と
す
る
職
能
集
団
カ
ト
リ
ー
は
、
従
来
は

狭
い
ロ
ー
カ
ル
社
会
に
お
い
て
、
顔
の
見
え
る
特
定
の
「
顧
客
」
の

た
め
に
更
紗
製
品
を
生
産
・
販
売
し
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
よ

り
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
向
け
の
製
品
を
大
量
に
生
産
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
生
産
方
法
の
転
換
の
背
景
に
は
、
イ
ン

ド
社
会
の
変
化
が
あ
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
生
産
者
の
生
業
を

継
続
さ
せ
、
農
村
経
済
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
手

工
芸
開
発
が
あ
っ
た
。

カ
ッ
チ
地
方
で
は
、
一
九
七
四
年
よ
り
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
政
府
に

よ
る
手
工
芸
開
発
が
始
ま
っ
た
。
カ
ト
リ
ー
の
生
業
で
あ
る
染
色
業

に
対
す
る
開
発
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
。
更
紗
産
地
で
あ
る
ダ
マ

ル
カ
ー
村
の
工
房
数
は
、
手
工
芸
開
発
前
は
七
軒
だ
っ
た
の
が
、

二
〇
〇
一
年
に
は
七
五
軒
に
増
加
し
て
い
る
。
カ
ッ
チ
地
方
の
手
工

芸
開
発
は
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
手
工
芸
開
発
公
社
に
よ
っ
て
実
施
さ

イ
ン
ド
手
工
芸
開
発
と
企
業
家
的
生
産
者
の
誕
生

―
―
イ
ン
ド
西
部
カ
ッ
チ
地
方
、
職
能
集
団
に
よ
る
更
紗
生
産
の
事
例
よ
り

金
谷
美
和

 

特
集
―

２ 
南
ア
ジ
ア
の
手
工
芸
と
開
発
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れ
た
。
設
立
初
期
の
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
Ｂ
・
Ｂ
・
バ
シ
ン
氏

は
、
こ
の
地
方
の
手
工
芸
開
発
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成

果
を
残
し
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
手
工
芸
の
職
能
集
団
に
そ
の
成

果
が
も
た
ら
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
職
能
集
団
の
な
か
に
は
、
政

府
の
手
工
芸
開
発
の
施
策
の
対
象
に
な
り
つ
つ
、
企
業
家
的
な
生
産

形
態
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
カ
ト
リ
ー
が

開
発
の
施
策
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
ら
の

生
産
す
る
の
が
布
商
品
で
あ
る
こ
と
と
、
彼
ら
が
従
来
、
物
を
作
る

職
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
物
を
流
通
、
販
売
す
る
商
人
で
も
あ
っ
た

か
ら
だ
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な

カ
ト
リ
ー
の
生
産
者
と
し
て
の
特
徴
を
「
職
人
・
商
人
」
と
定
義
し

た
こ
と
が
あ
る
（
金
谷 2007a: 92-96

）。

カ
ト
リ
ー
は
、
複
数
の
異
な
る
技
法
の
染
色
業
に
携
わ
り
、
各
自

特
定
の
技
術
に
よ
っ
て
染
色
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
な

か
で
絞
り
染
め
布
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
や
東
ア
フ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
絞
り
染
め
布
生
産
に
従
事
す
る
カ
ト
リ
ー
は
、
早
く

か
ら
親
方
と
職
人
の
分
業
を
行
い
、
各
地
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
置
く

な
ど
、
産
業
化
が
進
ん
だ
（
金
谷 2007a: 135-144

）。
グ
ジ
ャ
ラ
ー

ト
産
の
更
紗
は
、
九
世
紀
か
ら
エ
ジ
プ
ト
な
ど
に
輸
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
考
古
学
的
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
国
際
的
な
商
品

と
し
て
流
通
し
て
い
た
が
、
カ
ッ
チ
地
方
の
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
更
紗

生
産
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
よ
う
な

遠
方
に
流
通
し
て
い
た
記
録
は
な
い
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー

は
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
カ
ッ
チ
内
の
狭
い
流
通
圏
に
お
い
て
、
地

元
の
需
要
に
応
じ
て
更
紗
を
生
産
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
の
他
地
域
の

都
市
部
や
海
外
向
け
の
更
紗
生
産
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
手
工
芸
開

発
の
施
策
を
活
用
し
て
以
降
に
始
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、更
紗
生
産
者
た
ち
が
、近
隣
農
村
に
居
住
す
る
特
定
の
「
顧

客
」
を
い
か
に
し
て
失
っ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に
「
消
費
者
」
に
向
け
て
、
市
場
経

済
に
対
応
し
た
製
品
の
生
産
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
過
程
に
つ
い
て

論
じ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ー
を
企
業
家
的
生
産
者
の

例
と
し
て
提
示
す
る
。

筆
者
は
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
と
更
紗

生
産
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
の
議
論
の
も
と
に

な
っ
て
い
る
主
な
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇
七
年
と
二
〇
〇
八
年
に
行
わ

れ
た
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
出
身
の
工
房
親
方

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
氏
の
所
蔵
す
る
八
二
五
点
の
更
紗
用
木
版
の
調
査

は
、
二
〇
〇
八
年
に
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
木
版
は
、
一
九
五
八
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
に
製
作
、
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
、
イ

ス
マ
ー
イ
ー
ル
氏
と
そ
の
兄
弟
か
ら
、
製
作
年
、
製
作
者
、
文
様
名

称
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

Ⅱ 

職
能
集
団
カ
ト
リ
ー
と
更
紗

１ 

カ
ト
リ
ー
に
つ
い
て

カ
ッ
チ
地
方
に
お
い
て
更
紗
の
生
産
に
従
事
し
て
い
る
の
は
、
カ
ト

リ
ー
と
い
う
集
団
で
あ
る
。
英
国
植
民
地
期
の
、
英
国
人
に
よ
っ
て
記

録
さ
れ
た
セ
ン
サ
ス
や
地
誌
に
も
、
染
色
業
に
従
事
す
る
カ
ト
リ
ー
に

つ
い
て
の
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ト
リ
ー
は
、ヒ
ン
ド
ゥ
ー

か
ら
の
改
宗
ム
ス
リ
ム
で
、カ
ー
ス
ト
的
な
内
婚
規
制
や
職
業
の
世
襲

と
い
っ
た
ま
と
ま
り
を
持
つ
カ
ー
ス
ト
的
集
団
の
ひ
と
つ
で
あ
る＊

１

。

従
来
の
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
の
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

か
ら
の
改
宗
者
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
カ
ー
ス
ト
的
な
集
団
を
維
持
し

て
い
る
（A

nsari 1960: 35-51

）。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
こ
の
よ
う
な

集
団
は
ナ
ー
ト
、
あ
る
い
は
ジ
ャ
マ
ー
ア
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ミ
シ
ュ
ラ
に
よ
る
と
、
こ
の
集
団
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
平
等
主

義
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
人
々
に
認
識
さ
れ
な
が
ら
求
心
力
を
も
ち
、

内
婚
な
ど
を
通
し
て
よ
り
強
化
さ
れ
て
お
り
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の

ム
ス
リ
ム
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
社
会
単
位
で
あ
る
（M

isra 1985: 
139-149

）。

カ
ト
リ
ー
は
、
カ
ッ
チ
に
お
い
て
ム
ス
リ
ム
の
カ
ー
ス
ト
的
集
団

の
な
か
で
三
番
目
に
人
口
が
多
く
、
よ
く
組
織
さ
れ
た
組
織
を
持
っ

て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
の
カ
ー
ス
ト
的
集
団
が
、
同
業
者
組
合
（
ギ
ル

ド
）
と
し
て
機
能
し
て
い
る
例
は
、グ
ッ
ド
フ
レ
ン
ド
（Goodfriend 

1983: 135-136

）
ら
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
グ
ッ
ド
フ
レ

ン
ド
の
事
例
で
は
、
徒
弟
制
の
も
と
で
の
職
業
訓
練
、
仕
事
の
技
術

や
雇
用
を
守
る
こ
と
を
行
い
、
自
分
た
ち
の
カ
ー
ス
ト
内
で
特
定
の

産
業
を
占
有
し
、
他
カ
ー
ス
ト
か
ら
の
搾
取
を
さ
け
る
た
め
に
団
結

し
て
い
る
と
い
う
。

カ
ト
リ
ー
は
、
絞
り
染
め
、
更
紗
な
ど
多
種
類
の
技
術
に
よ
る
染

織
品
生
産
に
携
わ
っ
て
お
り
、
カ
ッ
チ
地
方
で
は
主
に
染
色
に
従
事

す
る
「
染
色
カ
ー
ス
ト
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
カ
ト

リ
ー
の
従
事
す
る
仕
事
で
二
番
目
に
多
い
の
は
、
木
工
や
大
工
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ト
リ
ー
が
更
紗
に
用
い
る
木
版
を
自
分
た
ち

で
製
作
す
る
こ
と
に
も
関
係
し
て
い
る
。

２ 

更
紗
と
木
版

更
紗
と
は
、
多
色
に
染
め
分
け
た
布
の
こ
と
で
、
通
常
は
木
綿
布

で
あ
る
。
防
染
料
を
布
に
つ
け
て
染
め
る
こ
と
で
、
防
染
料
を
付
け

た
と
こ
ろ
を
染
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
と
、
媒
染
料
を
付
け
た

と
こ
ろ
が
染
ま
る
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
、
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
を
染

め
付
け
る
（
写
真
１
）。
防
染
料
と
媒
染
料
を
布
に
付
着
さ
せ
る
た

め
に
、
木
型
に
模
様
を
彫
り
込
ん
だ
木
版
を
用
い
る
。
通
常
ひ
と
つ

の
文
様
を
多
色
に
染
め
分
け
る
た
め
に
、
複
数
の
木
版
を
用
い
る
。
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木
型
は
、
サ
ー
グ
（
学
名 T

ectona grandis

）
と
い
う
木
を
素
材

に
し
て
、
ノ
ミ
や
手
動
ド
リ
ル
を
用
い
て
彫
刻
さ
れ
る
。
カ
ッ
チ
語

で
更
紗
技
法
の
こ
と
を
チ
ャ
ー
ペ
ル
、
更
紗
生
産
に
用
い
る
木
版
の

こ
と
を
パ
ル
あ
る
い
は
ポ
ー
ル
と
呼
ぶ
。
現
在
で
は
、
カ
ッ
チ
語
で

の
呼
称
に
加
え
て
、
英
語
で
更
紗
技
法
の
こ
と
を
ブ
ロ
ッ
ク
・
プ
リ

ン
ト（
木
版
捺
染
）、木
版
の
こ
と
を
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

ひ
と
つ
の
木
版
は
、
お
よ
そ
二
千
メ
ー
ト
ル
の
捺
染
に
耐
え
る
。

そ
れ
を
超
え
る
と
、
木
版
の
模
様
部
分
が
欠
け
た
り
し
て
使
用
で
き

な
く
な
る
た
め
、
新
た
に
木
版
を
作
り
直
す
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
更
紗
を
生
産
す
る
工
房
に
は
、
使
え
な
く
な
っ
た
木
版
が

大
量
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
筆
者
は
、
更
紗
製
品
の
デ

ザ
イ
ン
や
技
法
の
変
化
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
保
存
さ
れ
て
い
る
使
用
済
み
の
木
版
の
調
査
を
行
っ
た
。

カ
ト
リ
ー
が
生
産
に
従
事
す
る
染
織
品
の
な
か
で
は
、
絞
り
染
め

の
布
が
、
婚
礼
衣
装
な
ど
晴
れ
着
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
に
比
べ
て
、
更
紗
は
、
普
段
の
生
活
の
な
か
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ッ
チ
地
方
で
生
産
さ
れ
て
い
た
更
紗
製
品

に
は
、
女
性
の
ス
カ
ー
ト
や
被
り
布
、
男
性
用
の
頭
に
巻
く
布
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
ル
マ
ー
ル
や
ガ
ド
ロ
（
ベ
ッ
ド
シ
ー
ツ
）、
ア

ジ
ュ
ラ
ク
と
呼
ば
れ
る
両
面
染
め
の
布
な
ど
が
あ
る
。
ア
ジ
ュ
ラ
ク

は
、
カ
ッ
チ
北
部
バ
ン
ニ
ー
地
方
か
ら
ス
ィ
ン
ド
に
か
け
て
、
牧
畜

民
の
男
性
が
腰
に
巻
い
た
り
、
肩
掛
け
に
し
た
り
し
て
用
い
る
（
写

真
２
）。
ア
ジ
ュ
ラ
ク
は
、
模
様
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
布
の
両
面
か

ら
捺
染
し
た
も
の
で
、
色
は
洗
う
ほ
ど
輝
き
を
増
し
、
ま
た
身
体
に

ま
と
う
と
身
体
を
冷
や
す
た
め
酷
暑
の
な
か
で
好
ま
れ
た
と
い
う
。

カ
ッ
チ
地
方
で
現
在
最
大
の
更
紗
の
産
地
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

写真 1 木版を捺して媒染料を布に付着さ
せる工程（2008 年）

写真 2 アジュラクを着用する男性（カッ
チ県、2008 年）

ダ
マ
ル
カ
ー
村
で
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
に
は
七
五
軒
の
工
房
が
あ
っ

た
。
そ
の
他
に
は
、
ブ
ジ
市
、
ア
ン
ジ
ャ
ー
ル
市
な
ど
に
工
房
が
あ

る
。
政
府
の
手
工
芸
開
発
後
、
更
紗
産
業
が
拡
大
し
、
従
来
は
カ
ト

リ
ー
の
み
が
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
更
紗
の
生
産
工
程
に
、
非
カ
ト

リ
ー
の
人
々
も
参
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３ 

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
と

　

 「
顧
客
」
と
の
関
係

ダ
マ
ル
カ
ー
村
は
、
イ
ン
ド
西
部
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
カ
ッ
チ
県
の

中
南
部
の
内
陸
に
位
置
し
て
い
る
。
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、村
の
広
さ
は
約
三
一
〇
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、世
帯
数
三
七
五
戸
、

人
口
一
九
九
一
人
で
あ
っ
た
（D

istrict Census of Gujarat 1991: 
224

）＊
２。
村
の
居
住
カ
ー
ス
ト
は
、
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
、
コ
ー
リ
ー
、
バ

ニ
ヤ
ー
、
ハ
リ
ジ
ャ
ン
、
ク
ン
バ
ー
ル
、
ム
ス
リ
ム
の
カ
ト
リ
ー
な

ど
で
あ
る
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
は
、
農
業
を
生
業
と
す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

の
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
と
染
色
を
生
業
と
す
る
ム
ス
リ
ム
の
カ
ト
リ
ー

が
、
人
口
を
二
分
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
地
方
自
治
制
度
で
あ
る
村

落
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
の
代
表
は
、
ど
ち
ら
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら

出
し
て
き
た
。

カ
ト
リ
ー
は
、
カ
ッ
チ
の
藩
王
マ
ハ
ラ
オ
・
バ
ル
マ
ル
ジ
ー

（M
aharao Bharm

alji 

在
位
一
五
八
五
～
一
六
三
一
）に
招
か
れ
て
、

現
在
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
位
置
す
る
ス
ィ
ン
ド
地
方
か
ら
ダ
マ
ル
カ
ー

村
に
移
住
し
て
き
た
。
染
色
に
適
し
た
川
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
土
地
に
居
住
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る＊
３

。
ス
ィ
ン
ド

か
ら
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
移
住
し
た
最
初
の
カ
ト
リ
ー
の
男
性
は
、
ジ

ワ
と
い
う
名
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
。
彼
の
息
子
で
あ
る

ジ
ン
ダ
が
改
宗
し
て
ム
ス
リ
ム
に
な
り
、
名
前
も
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
と

改
名
し
た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
居
住
す
る
カ
ト
リ
ー
の
う
ち
、
七
つ

の
父
系
親
族
集
団
が
、
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
の
子
孫
で
あ
り
、
同
じ
サ

ブ
・
カ
ー
ス
ト
（
ヌ
ク
）
に
属
す
る
。
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
の
子
孫
の
う

ち
の
一
部
は
、
イ
ン
ド
が
パ
キ
ス
タ
ン
と
分
離
し
た
際
に
、
パ
キ
ス

タ
ン
側
の
ス
ィ
ン
ド
に
移
住
し
た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
は
、
近
隣
村

か
ら
移
住
し
て
き
た
三
つ
の
父
系
親
族
集
団
が
居
住
し
て
お
り
、

二
〇
〇
一
年
に
は
合
計
一
〇
の
父
系
親
族
集
団
が
居
住
し
て
い
た
。

筆
者
が
今
回
の
研
究
の
た
め
に
話
を
聞
い
た
親
方
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

氏
は
、
ジ
ワ
か
ら
数
え
て
九
代
目
に
当
た
る
。

二
〇
〇
一
年
に
カ
ッ
チ
地
方
を
震
源
地
と
す
る
巨
大
な
イ
ン
ド
西

部
地
震
が
起
こ
り
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
は
震
源
地
に
近
か
っ
た
た
め

七
十
数
名
の
死
者
を
出
す
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
震
災

後
、
カ
ト
リ
ー
は
、
復
興
援
助
金
を
得
て
村
の
移
転
を
進
め
て
い
る
。

カ
ト
リ
ー
は
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
周
辺
と
カ
ッ
チ
北
部
バ
ン
ニ
ー
地

域
に
居
住
す
る
牧
畜
民
や
農
民
の
た
め
の
衣
服
や
寝
具
の
染
色
を

行
っ
て
き
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
ア
ブ
バ
カ
ー
ル
の
子
孫

で
あ
る
七
つ
の
父
系
親
族
集
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
「
ゲ
ラ
ー

ク
（
顧
客
）」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
農
民
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カ
ー
ス
ト
の
カ
ン
ビ
ー
、
牧
畜
を
生
業
と
す
る
少
数
民
族
の
ラ
バ
ー

リ
ー
、
ム
ス
リ
ム
の
牧
畜
民
ム
ト
ワ
、
ノ
レ
、
ジ
ャ
ト
、
ヒ
ン
ゴ

ラ
ー
、
サ
ー
マ
ー
、
ス
ム
ラ
ー
、
ラ
ヘ
シ
ー
、
ハ
リ
プ
ト
ラ
ー
、
ウ

タ
な
ど
で
あ
っ
た
。
七
つ
の
父
系
親
族
集
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
客

が
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
に
、
互
い
に
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
顧

客
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。
カ
ト
リ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
「
顧
客
」
た

ち
と
直
接
的
で
対
面
的
な
取
引
を
行
っ
て
い
た
。
カ
ト
リ
ー
は
定
期

的
に
顧
客
の
村
を
訪
れ
、
注
文
を
受
け
た
り
、
注
文
を
受
け
て
染
色

し
た
更
紗
を
届
け
た
り
し
た
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
は
、
一
般
に
イ

ン
ド
の
他
の
地
域
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
定
期
市
が
な
く
、
カ
ッ
チ
地

方
に
お
い
て
も
、
農
村
部
に
お
い
て
布
は
直
接
取
引
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
父
で
あ
る
モ
ハ
マ
ド
は
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
の
牧
畜
民
ラ
バ
ー
リ
ー
を
顧
客
に
持
っ
て
い
た
が
、
ラ

バ
ー
リ
ー
か
ら
直
接
注
文
を
受
け
て
行
う
更
紗
の
生
産
・
販
売
を

一
九
七
〇
年
代
ま
で
行
っ
て
い
た
。
顧
客
か
ら
注
文
を
受
け
て
製
作

す
る
た
め
に
、
生
産
量
も
現
在
に
比
べ
る
と
少
数
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
父
系
親
族
集
団
は
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

使
用
す
る
更
紗
生
産
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、

そ
の
関
係
は
、
イ
ン
ド
の
職
能
集
団
と
土
地
所
有
カ
ー
ス
ト
と
の
間

に
一
般
的
に
観
察
さ
れ
る
、
ジ
ャ
ジ
マ
ー
ニ
ー
関
係
に
依
拠
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ジ
マ
ー
ニ
ー
関
係
は
、
同
じ
村
落
内
の
異

な
る
カ
ー
ス
ト
間
に
結
ば
れ
た
世
帯
同
士
の
排
他
的
な
関
係
で
あ

り
、
そ
れ
に
は
経
済
的
、
宗
教
的
な
義
務
・
権
利
の
関
係
が
包
含
さ

れ
る
。
カ
ッ
チ
で
は
、
土
器
作
り
や
機
織
り
を
専
業
と
す
る
カ
ー
ス

ト
が
、
村
の
農
民
カ
ー
ス
ト
な
ど
と
こ
の
よ
う
な
関
係
を
結
び
、
土

器
や
織
物
を
農
作
物
と
交
換
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
（Fisher &

 Shah 1987; 

金
谷 2007b: 580-584

）。
し
か
し
カ

ト
リ
ー
は
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
固
定
的
な
「
顧
客
」

を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
ジ
ャ
ジ
マ
ー
ニ
ー
関
係
の
よ
う
な
義
務
の

伴
う
パ
ト
ロ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
関
係
と
し
て
で
は
な
く
、
貨
幣
を

介
し
て
更
紗
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
聞
き
取
り
調
査
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。

Ⅲ 

更
紗
生
産
の
変
化

１ 

政
府
の
手
工
芸
開
発

ダ
マ
ル
カ
ー
村
は
、
こ
こ
数
年
は
、
伝
統
的
な
染
色
技
術
を
継
承

し
て
い
る
更
紗
の
産
地
と
し
て
有
名
に
な
り
、
世
界
中
の
染
織
研
究

者
が
訪
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
か
ら

七
〇
年
代
初
頭
に
は
、
カ
ッ
チ
の
更
紗
は
衣
服
や
寝
具
と
い
っ
た

ロ
ー
カ
ル
な
需
要
が
減
少
し
、
産
業
と
し
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ

た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
以
外
の
更
紗
生
産
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
時
期

に
廃
業
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ロ
ー
カ
ル
な
需
要
が
減
少
し
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
、
イ
ン
ド
の
独

立
に
よ
る
カ
ッ
チ
地
方
と
ス
ィ
ン
ド
地
方
の
分
断
が
あ
る
。
ダ
マ
ル

カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
の
主
な
顧
客
で
あ
っ
た
牧
畜
民
は
、
カ
ッ
チ
藩

王
の
保
護
を
受
け
な
が
ら
、
ス
ィ
ン
ド
地
方
と
の
間
を
自
由
に
行
き

来
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
が
英
国
か
ら
独
立
し
た
際

に
、
ス
ィ
ン
ド
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
編
入
さ
れ
て
カ
ッ
チ
と
分
断
さ
れ

て
し
ま
い
、
自
由
な
往
来
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
牧
畜
民
は
、
カ
ッ

チ
に
降
雨
が
な
い
と
き
に
は
、
ス
ィ
ン
ド
に
赴
い
て
農
作
業
の
労
働

を
行
う
こ
と
で
現
金
収
入
を
得
て
、
カ
ト
リ
ー
か
ら
染
織
品
を
購
入

し
て
い
た
と
い
う＊

４

。
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
分
断
に
よ
っ
て
生
計

手
段
の
一
部
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
牧
畜
民
の
な
か
に
は
、
更
紗
を
購

入
で
き
な
い
者
も
で
て
き
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
カ
ッ
チ
地
方
は
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
大
陸
部
分
と
の
間
に

通
常
は
水
を
た
た
え
た
干
潟
が
広
が
り
、
地
形
的
に
は
島
の
よ
う
に

独
立
し
て
い
る
。
独
立
前
ま
で
カ
ッ
チ
地
方
は
、
海
路
を
通
じ
て

ス
ィ
ン
ド
地
方
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
カ
テ
ィ
ア
ワ
ー
ル
（
現
在
の
サ

ウ
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
）
地
方
、
ボ
ン
ベ
イ
（
現
在
の
ム
ン
バ
イ
）
と
の

交
易
が
あ
っ
た＊

５

。
独
立
後
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
大
陸
側
と
の
間
に

あ
る
干
潟
に
架
橋
さ
れ
、
カ
ッ
チ
地
方
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
最
大
の
商

都
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
と
の
交
易
が
さ
か
ん
に
な
り
、
海
路
に
よ
る

交
易
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
は
繊
維
産
業
の
さ

か
ん
な
都
市
で
あ
り
、
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
か
ら
の
繊
維
製
品
の
流

入
も
、
更
紗
生
産
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

ダ
マ
ル
カ
ー
村
周
辺
と
バ
ン
ニ
ー
地
域
に
居
住
す
る
「
顧
客
」
向

け
に
更
紗
を
生
産
・
販
売
し
て
い
た
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー

は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
以
降
は
、
次
第
に
カ
ッ
チ
外
の
都
市
部
に

居
住
す
る
人
々
に
向
け
て
更
紗
を
生
産
・
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
カ
ト
リ
ー
は
、
そ
れ
ま
で
は
顔
の
見
え
る
顧
客
の
た
め
に
更
紗

を
生
産
し
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
か
ら
不
特
定
多
数
の
消
費
者
の
た

め
に
更
紗
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
転
機
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
カ
ッ
チ
地
方

で
始
ま
っ
た
州
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た
の
が
、
Ｂ
・
Ｂ
・
バ
シ
ン
で
あ
る
（
バ

シ
ン
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
の
中
谷
論
文
を
参
照
）。
バ
シ
ン
は
、

一
九
七
四
年
に
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
手
工
芸
開
発
公
社
（
以
降
、
グ
ル

ジ
ャ
リ
ー
と
表
記
す
る
）
の
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
就
任
す
る
と
、

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
各
地
に
お
い
て
手
工
芸
品
と
そ
の
生
産
者
調
査

の
た
め
に
精
力
的
に
視
察
を
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
手
工
芸
の
調
査

中
に
、
バ
シ
ン
は
偶
然
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
父
で
あ
る
モ
ハ
マ
ド
と

出
会
い
、
そ
れ
以
降
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
更
紗
生
産
者
に
対
す
る
州

政
府
の
支
援
が
始
ま
っ
た
。

カ
ッ
チ
地
方
は
、
年
間
平
均
降
水
量
が
三
五
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

半
乾
燥
気
候
で
あ
り
、
安
定
し
た
農
業
生
産
を
得
る
に
は
き
わ
め
て

厳
し
い
環
境
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、農
村
経
済
の
発
展
の
た
め
に
、

手
工
芸
が
重
点
的
に
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
が
ま
ず
行
っ
た
こ
と
は
、
モ
ハ
マ
ド
に
対
す
る
商



172173 インド手工芸開発と企業家的生産者の誕生

品
の
発
注
で
あ
る
。
グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
は
、
店
舗
を
持
っ
て
お
り
、
そ

の
店
舗
で
販
売
す
る
製
品
を
各
生
産
者
に
注
文
し
て
い
た
。
グ
ル

ジ
ャ
リ
ー
は
、
モ
ハ
マ
ド
に
、
更
紗
の
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
を
注
文
し
た
。

都
市
消
費
者
向
け
の
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
を
製
作
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た

モ
ハ
マ
ド
の
更
紗
製
品
は
、
い
っ
た
ん
は
リ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
代
わ
り
、
バ
シ
ン
は
国
立
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
派
遣
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
チ
ー
ム
は
二
週

間
村
に
滞
在
し
て
、
カ
ト
リ
ー
と
共
同
で
商
品
開
発
を
行
っ
た
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
試
み
た
の
は
、
①
天
然
染
料
の
復
興
、
②
木
版
の

外
注
化
、
③
伝
統
的
な
模
様
を
踏
ま
え
た
新
し
い
模
様
の
開
発
、
④

模
様
の
ず
れ
な
ど
を
排
す
る
な
ど
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
導
入
な

ど
で
あ
っ
た
。

２ 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
教
育

政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
の
施
策
の
ひ
と
つ
に
あ
っ
た
の
は
、
手

工
芸
生
産
者
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
教
育
で
あ
る
。
こ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
、中
谷
（
本
特
集
論
文
）
は
、グ
ル
ジ
ャ

リ
ー
に
お
い
て
手
工
芸
開
発
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
バ
シ

ン
が
、
早
く
か
ら
重
要
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
試
み
が
政
府
の

施
策
に
反
映
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

イ
ン
ド
中
央
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
は
、
一
九
五
二
年
に
設
立

さ
れ
た
全
イ
ン
ド
手
工
芸
局
（A

ll India H
andicraft Board

）
と
、

そ
の
初
代
長
官
に
就
任
し
た
カ
マ
ラ
デ
ー
ヴ
ィ
ー
・
チ
ャ
ッ
ト
パ

デ
ィ
ヤ
エ
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
に
イ
ン
デ
ィ
ラ
・

ガ
ン
デ
ィ
ー
が
二
度
目
の
首
相
と
し
て
就
任
す
る
と
、
積
極
的
な
文

化
外
交
の
な
か
に
、
手
工
芸
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
イ
ン
ド
祭
（Festival of India

）
が
あ

り
、
ジ
ャ
ヤ
カ
ル
は
、
イ
ン
ド
祭
実
行
委
員
会
の
総
裁
と
し
て
、
企

画
実
行
を
行
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
二
年
）、
ア
メ
リ
カ
（
一
九
八
五
～
八
六
年
）、

フ
ラ
ン
ス
（
一
九
八
五
～
八
六
年
）、
日
本
（
一
九
八
八
年
）
に
お
い

て
、
イ
ン
ド
祭
が
開
催
さ
れ
、
イ
ン
ド
の
文
化
と
産
品
が
紹
介
さ
れ

た
（Festival of India 1982a

）。
そ
の
結
果
、
欧
米
を
は
じ
め
と

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
イ
ン
ド
の
手
工
芸
が
流
通
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ド
祭
で
は
、「
優

れ
た
職
工
展
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
カ
ル
マ
Ⅰ
）」
展
が
開
か
れ
た
。
こ
の

展
覧
会
で
は
、
現
在
製
作
可
能
な
染
織
品
の
技
術
の
最
高
峰
を
展
示

す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
イ
ン
ド
中
の
職
人
に
作
ら
せ
た
染
織

品
が
集
め
ら
れ
（Festival of India 1982b

）、
展
覧
会
は
、
染
織

関
係
者
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
者
の
注
目
を
浴
び
た
。
カ
ッ
チ
地
方

か
ら
は
、
絞
り
染
め
生
産
者
の
ア
ミ
ナ
ベ
ン
・
イ
ス
マ
イ
ル
・
カ
ト

リ
ー
と
い
う
女
性
が
、
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
祭
に
参
加
し

た
（
金
谷 2007a: 36

）。

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
イ
ン
ド
祭
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
職
人

の
「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手

法
が
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
イ
ン
ド
祭
の
と
き
に
は
、
人
形

遣
い
や
土
器
作
り
、
絵
師
な
ど
が
同
行
し
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の

前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
手
工
芸
の
製
作
を
実
際
に
行
っ
て
見
せ

た
。
こ
の
手
法
は
、
大
変
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
単
に
手
工
芸
を
販
売
す
る
た
め
の

手
法
で
は
な
く
、
職
人
の
教
育
の
機
会
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
手
工
芸
の
作
り
手
が
、
直
接
消
費
者
に

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
、
販
売
し
た
り
す
る
と
い
う
関

わ
り
の
な
か
で
、
消
費
者
が
ど
の
よ
う
な
商
品
を
求
め
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
直
接
知
る
こ
と
、
つ
ま
り
作
り
手
が
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
実
践
の
な
か
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
捉
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と
し
て
設
置
さ

れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
各
地
に
お
い
て
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
手
工

芸
祭
、
常
設
の
手
工
芸
祭
会
場
で
あ
る
デ
ィ
ッ
リ
ー
・
ハ
ー
ト
（
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
で
デ
リ
ー
定
期
市
）＊
６

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
国
立
手
工

芸
博
物
館
に
は
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る

一
角
が
設
置
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
職
人
が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
の
施
策
の
な
か
で
、
カ
ト
リ
ー

の
利
用
度
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
手
工
芸
祭
へ
の
参
加
、
ロ
ー

ン
の
貸
付
、「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
」、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
の
講
師
な
ど
で
あ
る（
金
谷 2007a: 155-160

）。「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
ワ
ー
ド
」
と
は
、
優
れ
た
職
人
と
織
工
の
た
め
の
国
家
に
よ
る
授

与
（N

ational A
w

ard for Craftsperson and w
eaver

）
で
あ
る＊

７

。

報
奨
者
は
、
海
外
を
含
め
た
各
種
の
手
工
芸
祭
へ
の
招
待
、
年
金
の

特
典
が
あ
る
ほ
か
、
手
工
芸
の
技
術
訓
練
ク
ラ
ス
事
業
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
報
奨
者
の
名
は
公
開
さ
れ
る
た
め
、
手
工

芸
品
に
関
心
の
あ
る
商
人
か
ら
仕
事
を
依
頼
さ
れ
や
す
く
な
る
。

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
し
、
デ
リ
ー
や
海
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
の
仕
事
を
受
注
し
た

り
、
海
外
の
展
覧
会
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
そ
の
こ
と
で
、
諸

外
国
に
お
け
る
手
工
芸
に
対
す
る
高
い
評
価
を
知
り
、
カ
ト
リ
ー
が

手
工
芸
の
仕
事
に
自
信
と
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
施
策
を
通
し
て
、
生
産
者
た
ち
は
直
接
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
場
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

海
外
の
展
覧
会
に
招
待
さ
れ
有
名
に
な
っ
た
カ
ト
リ
ー
の
工
房
に

は
、
海
外
か
ら
の
ツ
ー
リ
ス
ト
が
直
接
見
学
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
カ
ト
リ
ー
は
、
外
国
人
と
接
す
る
な
か
で
実
践
的
に
英
語
を
学

び
、
英
語
で
ツ
ー
リ
ス
ト
に
対
し
て
工
程
の
説
明
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
名
前
は
、
更
紗
産
地
と
し
て
の
知
名
度

を
急
速
に
増
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
教
育

の
効
果
を
最
も
享
受
し
た
生
産
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
政
府

に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
教
育
の
内
容
を
み
る
と
、
生
産
者
が
政
府
機
関

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
仲
介
を
通
さ
ず
、直
接
海
外
市
場
や
国
内
市
場
と

取
り
引
き
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
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で
あ
る
。顔
の
見
え
る
顧
客
に
対
し
て
は
、
相
手
が
求
め
る
製
品
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
直
接
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
、そ
の
求
め
に
応
じ

た
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
市
場
経
済
の
な
か

で
顔
の
見
え
な
い
不
特
定
多
数
の「
消
費
者
」
に
対
し
て
製
品
を
生

産
す
る
場
合
に
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
を
認
識
し
、個
人
の
才
覚
で
販
売
網

を
獲
得
し
て
い
く
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ 

企
業
家
的
な
生
産
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
化

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
が
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
に
向
け

て
商
品
を
生
産
す
る
、
市
場
経
済
に
適
応
し
た
生
産
者
と
し
て
更
紗

生
産
を
展
開
し
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
生
産
シ

ス
テ
ム
の
変
化
を
三
つ
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。
①
生
産
量
の
増

加
、
②
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
化
、
③
消
費
者
の
好
み
へ
の
対
応
で
あ
る
。

１ 

生
産
量
の
増
加

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
に
よ
る
更
紗
の
生
産
量
は
、
手
工
芸

開
発
の
対
象
に
な
っ
て
以
降
、明
ら
か
に
増
加
し
て
い
る
。
表
１
は
、

二
〇
〇
七
年
に
調
査
し
た
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
現
存
す
る
五
一
軒
の

工
房
の
一
ヵ
月
あ
た
り
の
染
色
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
最
も

少
な
い
工
房
で
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
も
多
い
工
房
で
三
万
メ
ー

ト
ル
の
染
色
量
が
あ
る
。
手
工
芸
開
発
以
前
に
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の

各
工
房
で
、
ど
の
く
ら
い
の
染
色
量
が
あ
っ
た
の
か
調
査
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
数
量
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
聞
き

取
り
調
査
に
お
い
て
カ
ト
リ
ー
が
、
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
更
紗
を

生
産
し
、
直
接
顧
客
に
届
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

一
ヵ
月
当
た
り
の
染
色
量
は
、
現
在
の
よ
う
に
数
千
メ
ー
ト
ル
や
数

万
メ
ー
ト
ル
単
位
で
染
色
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
せ

い
ぜ
い
数
十
メ
ー
ト
ル
、
多
く
と
も
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
単
位
で
生

産
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
量
の
増
加
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
は
、
親
方
を
中
心
と
し
た
「
工
房
シ
ス
テ

ム
」
で
の
生
産
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
木
版
の
外
注
化
に
よ
る
生

産
工
程
の
分
業
化
で
あ
る
。

現
在
、
更
紗
の
生
産
は
、
親
方
の
も
と
複
数
の
職
人
た
ち
に
よ
る

共
同
作
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
親
方
は
、セ
ー
ト
と
呼
ば
れ
、

す
べ
て
の
工
程
を
統
括
し
て
い
る
。
親
方
の
も
と
で
生
産
す
る
シ
ス

テ
ム
は
、
と
く
に
決
ま
っ
た
現
地
名
に
よ
る
呼
称
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
カ
ト
リ
ー
は
、
個
別
の
更
紗
の
生
産
ユ
ニ
ッ
ト
の
こ
と
を
、

工
房
（
カ
ー
ル
カ
ー
ナ
ー
）
を
経
営
す
る
親
方
の
名
前
で
呼
ん
で
い

る
。
日
本
語
の
工
房
と
い
う
言
葉
が
最
も
適
切
に
感
じ
ら
れ
る
た
め

に
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
親
方
を
中
心
と
し
た
生
産
ユ
ニ
ッ
ト
を

「
工
房
」
と
呼
び
、
こ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
「
工
房
シ
ス
テ
ム
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
更
紗
の
工
程
は
、
単
純
化
す
る
と
、
①
生
地
の

水
洗
い
、
②
下
処
理
に
よ
る
生
地
の
タ
ン
ニ
ン
化
、
③
捺
染
（
木
版

を
用
い
て
防
染
料
と
媒
染
料
を
布
に
付
着
さ
せ
る
）、
④
染
色
、
⑤
生

地
の
水
洗
い
と
天
日
干
し
、
と
い
う
五
つ
の
工
程
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る＊

８

。
こ
の
す
べ
て
の
工
程
が
、親
方
の
統
括
の
も
と
に
行
わ
れ
る
。

工
房
は
、
親
方
の
家
族
に
よ
る
経
営
で
、
親
方
の
息
子
た
ち
が
、
染

料
の
配
合
や
イ
ン
デ
ィ
ゴ
染
色
と
い
っ
た
、
生
産
作
業
の
う
ち
の
重

要
な
工
程
を
行
っ
て
い
る
。
親
方
は
、
職
人
の
雇
用
を
行
い
生
産
量

の
増
加
に
対
応
し
て
い
る
。

木
版
の
外
注
化
は
、
手
工
芸
開
発
以
降
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前

は
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
は
、
自
分
た
ち
で
木
版
を
製
作

し
て
い
た
。
現
在
で
も
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
の
幾
人
か

は
、
木
版
の
製
作
を
行
っ
て
お
り
、
技
術
の
伝
承
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
が
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
派
遣
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
は
、
木
版
を
専
業
の
職
人
に
外
注
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
の
近
く
に
ペ
タ
プ
ー
ル
と
い

う
街
が
あ
り
、
そ
こ
で
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
で
生
産
さ
れ
て
い
た
更

紗
の
た
め
の
木
版
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。
グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
は
、
ペ
タ

プ
ー
ル
の
木
版
製
作
も
手
工
芸
開
発
の
対
象
に
し
、
木
版
産
業
を
活

性
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
（T

rivedi 1961

）。

ひ
と
つ
の
模
様
を
捺
染
す
る
の
に
複
数
の
木
版
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
木
版
は
常
に
セ
ッ
ト
で
製
作
さ
れ
る
。
こ
の
セ
ッ
ト
は
、
現
在

数
百
ル
ピ
ー
（
数
百
円
）
か
ら
四
千
ル
ピ
ー
（
約
八
千
円
）
に
て
注

文
に
応
じ
て
製
作
さ
れ
る
。
木
版
の
外
注
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ー
は

染
色
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

木
版
の
耐
用
期
間
は
、
約
三
千
メ
ー
ト
ル
の
捺
染
量
に
相
応
す
る
た

め
、
生
産
量
が
増
加
し
た
現
在
で
は
、
頻
繁
に
木
版
を
作
り
替
え
る

必
要
が
あ
る
。
木
版
の
外
注
は
、
木
版
の
作
り
替
え
の
増
加
に
対
応

し
て
い
る
の
で
も
あ
る
。

 工房の番号 1ヵ月当たり染色量（m）
 1 6,000～10,000
 2 6,000～10,000
 3 1,000～2,000
 4 1,000～2,000
 5 1,000～2,000
 6 1,000～2,000
 7 3,000～4,000
 8 4,000～5,000
 9 不明
 10 不明
 11 1,000
 12 不明
 13 5,000
 14 1,500
 15 2,000
 16 2,000
 17 3,000～4,000
 18 6,000
 19 不明
 20 3,000
 21 3,000
 22 3,000～3,500
 23 6,000
 24 不定
 25 5,000～6,000
 26 3,000
 27 不定
 28 6,000
 29 30,000
 30 700～800
 31 2,000
 32 2,000
 33 不明
 34 6,000
 35 5,000
 36 1,000～3,000
 37 稼働せず
 38 2,500
 39 3,500
 40 2,000
 41 不明
 42 6,000
 43 5,000
 44 3,000
 45 4,000
 46 4,000
 47 4,000
 48 3,000
 49 不明
 50 5,800
 51 500

表1 ダマルカー村工房の染色量

（注）2007年の筆者調査をもとに作成。
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２ 
デ
ザ
イ
ン
の
多
様
化

カ
ト
リ
ー
が
、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
「
顧
客
」
の
更

紗
を
生
産
し
て
い
た
と
き
に
は
、
製
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
限
ら
れ
て

い
た
。
個
人
に
よ
る
好
み
や
村
ご
と
、
製
作
者
ご
と
の
違
い
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
衣
装
の
同
一
性
が
保

た
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
カ
ッ
チ
地
方
に
お
い
て
衣
装
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
指
標
と
し
て
機
能
し
て
い
た
（
金
谷 2007a: 206

）。
も
ち

ろ
ん
、
カ
ト
リ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
衣
装
の
規
範
や
好
み
を

知
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
更
紗
を
生
産
す
れ
ば
よ
か
っ
た
し
、
も
っ

と
細
か
い
注
文
に
応
じ
よ
う
と
す
れ
ば
、
直
接
顧
客
に
尋
ね
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、不
特
定
多
数
の
消
費
者
に
対
し
て
は
、

よ
り
多
様
な
好
み
に
対
応
し
て
製
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
服
飾
に
は
そ
の
時
々
の
流
行
に
合
わ
せ
た
製
品

の
生
産
が
求
め
ら
れ
る
。
製
品
の
多
様
化
へ
の
需
要
が
、
生
産
者
に

も
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
概
念
を
持
つ
こ
と
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
が
派
遣
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
新
し
い
文
様
を
創

り
、
木
版
を
ペ
タ
プ
ー
ル
で
製
作
さ
せ
た
。
写
真
は
、
ダ
マ
ル
カ
ー

村
で
最
も
早
い
時
期
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
新
し
く
製
作
し
た
文
様
と
木

版
の
例
で
あ
る
（
写
真
３
）。

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
出
す
た
め
に
、
ダ
マ

ル
カ
ー
村
更
紗
の
伝
統
的
な
文
様
を
源
泉
と
し
た
。
伝
統
的
な
デ
ザ

イ
ン
を
活
用
す
る
た
め
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
蒐
集
し
、
概
観
す
る
た
め

の
見
本
帳
が
作
ら
れ
た
。
カ
ト
リ
ー
は
、
更
紗
に
用
い
て
き
た
木
版

に
染
料
を
つ
け
て
紙
に
押
し
、
そ
れ
に
番
号
を
つ
け
て
綴
じ
て
、
見

本
帳
を
作
成
し
た
。
見
本
に
は
番
号
が
つ
け
ら
れ
、
見
本
帳
を
見
て

番
号
を
示
せ
ば
、
見
本
と
同
じ
文
様
を
注
文
し
た
り
、
文
様
同
士
を

組
み
合
わ
せ
て
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、
文
様
の
組
み

合
わ
せ
や
色
を
変
え
て
、
あ
ら
た
な
デ
ザ
イ
ン
の
染
織
品
を
職
人
た

ち
に
注
文
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ー
の
方
も
、
積
極
的
に
伝
統
柄
の
復
刻
を
行
っ
た
。
た
と

え
ば
写
真
４
は
、
ジ
マ
ル
デ
ィ
と
い
う
文
様
で
あ
る
。
ジ
マ
ル
デ
ィ

写真 3 デザイナーによって新しく創られた文様の
木版。デザイナーはスレカ。木版はペタプールにて
1978 年にマネック・マネールが製作

は
、
従
来
は
バ
ン
ニ
ー
地
域
の
女
性
が
着
用
す
る
ス
カ
ー
ト
生
地
に

用
い
ら
れ
て
い
た
文
様
で
あ
る
。

伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
復
刻
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
興
味
深
い
試
み

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
年
の
染
織
史
上
の
発
見
で
、
九
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
に
か
け
て
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
製
作
さ
れ
た
と
判
定
さ
れ
た

更
紗
の
模
様
の
い
く
つ
か
を
復
刻
し
た
こ
と
で
あ
る
。
写
真
５
は
、

ス
ラ
ウ
ェ
シ
渡
り
の
更
紗
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
の
ス
ラ

ウ
ェ
シ
渡
り
の
更
紗
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
ト
ラ

ジ
ャ
族
の
間
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
布
で
、
ガ
イ
（Guy 1998: 41

）

に
よ
る
と
、
一
三
四
〇
年
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
四
〇
年
に
製
作
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。
同
じ
模
様
の
更
紗
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ス
タ
ー
ト
遺

跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

ス
ラ
ウ
ェ
シ
渡
り
の
更
紗
は
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
製
作
さ
れ
た
と

染
織
史
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
た
が
、
カ
ッ
チ
地
方
で
生

産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
更
紗
の

技
法
は
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
更
紗
を
復
刻
し
た
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

は
、
自
ら
木
版
を
製
作
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
同
じ
色
で
の
復
刻
を
成

功
さ
せ
、
絹
地
の
ス
ト
ー
ル
と
し
て
商
品
化
し
た
。
こ
の
復
刻
さ
れ

た
更
紗
は
、
単
に
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
広
げ
た
と
い
う
だ

け
で
は
な
い
。
必
ず
し
も
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
伝
統
文
様
と
は
い
え
な

写真 4 ジマルディ文様の木版（ダマルカー村、1988 年。
イスマーイール製作）

写真 5 スラウェシ渡り更紗の復刻
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い
更
紗
の
文
様
を
復
刻
す
る
こ
と
で
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
更
紗
を
、

よ
り
大
き
な
イ
ン
ド
更
紗
の
伝
統
と
い
う
言
説
に
結
び
つ
け
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

３ 

消
費
者
の
好
み
へ
の
対
応

手
工
芸
品
の
購
買
層
の
な
か
に
は
、
手
工
芸
に
「
伝
統
」
を
強
く

求
め
る
人
々
が
い
る
。
そ
の
こ
と
を
カ
ト
リ
ー
は
、
グ
ル
ジ
ャ
リ
ー

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
だ
け
で
な
く
、
招
聘
さ
れ
た
デ
リ
ー
や
海
外
の

展
示
会
で
、
手
工
芸
に
対
す
る
賞
賛
に
接
す
る
な
か
で
学
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
。
更
紗
の
「
伝
統
」
と
み
な
さ
れ
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
、
カ

ト
リ
ー
が
手
工
芸
開
発
以
前
に
生
産
し
て
い
た
更
紗
の
文
様
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
天
然
染
料
に
よ
る
染
色
で
あ
る
。

ダ
マ
ル
カ
ー
村
で
は
、
す
で
に
一
九
四
〇
年
代
に
は
、
天
然
染
料

に
代
わ
っ
て
合
成
染
料
に
よ
る
染
色
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
グ
ル
ジ
ャ
リ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
天
然
染

料
に
よ
る
染
色
技
術
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
そ
の
と
き

モ
ハ
マ
ド
は
す
で
に
、
天
然
染
料
に
よ
る
染
色
は
行
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
染
色
の
知
識
は
持
っ
て
い
た
の
で
復
興
す
る
べ
く
尽
力
し
、

そ
の
技
術
を
息
子
た
ち
に
も
教
授
し
た
。
一
九
八
三
年
に
イ
ン
ド
で

出
版
さ
れ
た
研
究
書
（V

aradarajan 1983

）
に
は
、
ダ
マ
ル
カ
ー

村
の
モ
ハ
マ
ド
と
息
子
た
ち
が
天
然
染
料
に
よ
る
染
色
を
行
っ
て
い

る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
染
色
さ
れ
た
布
の
サ

ン
プ
ル
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

天
然
染
料
に
よ
る
染
色
は
、
一
九
七
〇
年
代
当
時
よ
り
も
、
現
在

の
方
が
よ
り
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
の
イ

ン
ド
西
部
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
カ
ッ
チ
地
方
は
、
手
工
芸

の
復
興
の
た
め
に
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
に
訪
れ
た
。
こ
の
と
き
を

契
機
に
し
て
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
扱
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
カ
ッ
チ
地

方
に
も
来
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ッ
チ
の
手
工
芸
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
い
う
考
え
方
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

と
は
南
北
間
の
公
正
な
交
易
を
行
う
こ
と
が
基
本
的
な
理
念
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
方
の
な
か
に
、
生
産
地
の
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
交

易
を
行
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
一
部
の
合
成
染
料
が
製
作
者
に
与

え
る
健
康
問
題
や
、
染
色
後
の
廃
水
を
適
切
に
処
理
し
な
い
た
め
に

生
じ
る
、
環
境
に
与
え
る
負
荷
な
ど
が
欧
米
で
問
題
に
な
り
、
天
然

染
料
に
よ
る
染
色
製
品
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
カ
ッ

チ
地
方
の
染
色
業
者
の
間
で
、
こ
の
時
期
か
ら
「
エ
コ
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
さ
か
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

実
際
に
は
、
天
然
染
料
で
あ
る
か
ら
環
境
に
優
し
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
天
然
染
料
に
よ
る
染
色
に
は
、
媒
染
料
と
し
て
明
礬
な

ど
の
化
合
物
を
使
用
す
る
た
め
、
適
切
な
処
理
を
し
な
い
で
廃
水
を

流
せ
ば
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
合
成
染
料
の
な
か

に
は
「
ア
ゾ
・
フ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
製
品

も
で
て
お
り
、
一
概
に
天
然
染
料
の
方
が
合
成
染
料
に
比
べ
て
エ

コ
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
消
費
者
の
要
望
に
、

天
然
染
料
の
持
つ
「
自
然
」
で
「
環
境
に
優
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
応
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ダ
マ
ル
カ
ー
村
が
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
村
を
移
転
中
だ
と

い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
移
転
先
の
村
の
建
設
に
は
、
染
色
後
の

廃
水
を
濾
過
す
る
装
置
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
村
造

り
が
目
指
さ
れ
、
す
で
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
支
援
が
得
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ー
の
選
択
は
、
消
費
者
か
ら
の
評
価

と
い
う
ま
な
ざ
し
に
さ
ら
さ
れ
て
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。

Ⅴ 

お
わ
り
に

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
、

主
に
ダ
マ
ル
カ
ー
村
近
辺
や
バ
ン
ニ
ー
地
域
の
「
顧
客
」
向
け
に
更

紗
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
の
社
会
変
化
を
背
景

に
し
て
、
そ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
企
業
家
的
な
も
の
に
大
き
く
転
換

し
て
き
た
。
そ
の
転
換
に
は
、
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発
が
寄
与
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

カ
ト
リ
ー
は
、
都
市
居
住
者
を
主
と
す
る
消
費
者
に
向
け
て
更
紗

を
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
の
顔
の
見
え
る
顧
客
で
は
な

く
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
試
み
を
行
っ
た
。
生
産
量
の
拡
大
、分
業
化
、商
品
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

拡
大
、消
費
者
の
好
み
に
応
え
る
商
品
作
り
な
ど
、彼
ら
の
試
み
は
、

ま
さ
に
市
場
経
済
に
お
け
る
企
業
家
の
も
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ー

は
、
市
場
経
済
に
適
応
し
た
生
産
者
に
転
換
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
手
工
芸
開
発
の
施
策
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
教
育
は
、
カ
ト
リ
ー
に
関
し
て
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
更
紗
生
産
の
発
展
に
は
、
海
外
市
場
を
得
た
だ

け
で
は
な
く
、
実
は
国
内
需
要
が
拡
大
し
た
こ
と
が
よ
り
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
国
内
で
伝
統
染
織
の
消
費
者
が
拡
大
し
た
の

は
、
一
九
九
〇
年
代
の
経
済
自
由
化
以
降
の
こ
と
で
、
本
特
集
が
対

象
に
し
て
い
る
社
会
変
動
の
時
代
で
あ
る
。
イ
ン
ド
政
府
や
州
政
府

は
、
手
工
芸
品
の
店
舗
を
作
っ
て
、
消
費
の
拡
大
に
努
め
た
が
、
そ

れ
が
実
っ
た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
九
八
〇
年
代
後
半

に
お
こ
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
シ
ッ
ク（
民
族
的
な
も
の
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
で
あ
る
）
と
い
う
流
行
で
あ
り
、そ
の
流
行
を
支
え
た
の
が
、

拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
ド
の
中
間
層
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
に
と
っ
て
、
転
機
を

作
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
手
工
芸
開
発
で
あ
り
、

そ
れ
に
加
え
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
中
間
層
の
拡
大
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
カ
ト
リ
ー
は
、
社
会
変
動
で
生
ま
れ

た
チ
ャ
ン
ス
を
う
ま
く
つ
か
み
取
っ
て
、
染
色
業
を
展
開
し
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
カ
ト
リ
ー
の
事
例
は
、
社
会
変
動

を
経
済
的
社
会
的
に
上
昇
す
る
機
会
と
し
て
活
用
し
た
経
験
で
あ

り
、
農
村
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
増
加
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
明
ら
か
に
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し
て
い
る
。

な
ぜ
、
カ
ト
リ
ー
は
状
況
の
変
化
に
う
ま
く
対
応
で
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
バ
シ
ン
と
出
会
い
、
手
工
芸
開
発
の
支
援
を
受
け

た
と
い
う
幸
運
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
幸
運
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
彼
ら
の
生
産
物
が
布
で
あ
る
こ
と
と
、
カ
ト
リ
ー
が
生

産
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
商
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う
二
つ
の
要
因
が

考
え
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
末
ま
で
イ
ン
ド
に
お
い
て
地
方
需
要
向
け

に
手
織
り
の
木
綿
織
物
を
生
産
し
て
い
た
の
は
独
立
織
工
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
工
場
制
度
に
移
行
し
た
。
さ
ら
に
、
工
場
生
産
で
の

織
工
は
、
商
人
に
支
配
さ
れ
る
織
工
と
、
同
カ
ー
ス
ト
の
親
方
の

経
営
す
る
工
場
内
で
働
く
織
工
の
二
種
類
に
分
か
れ
て
い
っ
た
（
柳

沢 1972: 40

）。
そ
の
よ
う
な
工
場
制
度
の
登
場
は
、
鉄
道
の
要
地

に
お
け
る
生
産
地
の
集
中
、
大
量
生
産
、
鉄
道
に
よ
る
遠
隔
地
へ
の

輸
送
と
い
っ
た
木
綿
製
品
の
生
産
・
販
売
形
態
の
変
化
と
と
も
に
起

こ
っ
た
の
で
あ
る
（
柳
沢 1971: 61

）。
布
が
独
立
織
工
に
よ
る
生

産
か
ら
工
場
で
の
生
産
に
移
行
し
た
の
は
、
布
が
商
品
と
し
て
遠
隔

地
へ
の
大
量
輸
送
に
向
い
て
い
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

土
器
は
、
布
と
同
様
に
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
道
具
で
あ
り
な
が

ら
、
生
産
地
と
消
費
地
の
地
理
的
な
距
離
が
離
れ
な
か
っ
た
点
で
布

と
は
異
な
る＊

９

。

カ
ッ
チ
地
方
は
、
海
路
を
通
じ
た
交
易
の
拠
点
だ
っ
た
た
め
、
商

品
経
済
は
早
く
か
ら
導
入
さ
れ
、
貨
幣
の
鋳
造
も
王
政
時
代
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
。
ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
カ
ト
リ
ー
は
、
商
人
的
セ
ン
ス
を

持
っ
た
「
職
人
・
商
人
」
と
し
て
更
紗
の
生
産
を
行
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
直
面
し
た
イ
ン
ド
社
会
の
変
動
を
サ

バ
イ
バ
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
商
人
的
セ
ン
ス
を
持
っ

た
者
が
、
工
房
シ
ス
テ
ム
の
親
方
に
な
り
、
他
の
カ
ト
リ
ー
を
職
人

と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
で
、
綿
織
物
産
業
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
他

カ
ー
ス
ト
の
商
人
に
支
配
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
商
人
的
セ
ン
ス
を
持
っ
た
カ
ト
リ
ー
に
と
っ
て
も
、
競
争
的

な
市
場
経
済
の
な
か
を
生
き
抜
く
の
は
困
難
な
こ
と
に
違
い
な
い
。

す
べ
て
の
カ
ト
リ
ー
が
、
企
業
家
的
生
産
者
に
転
換
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、
個
人
の
才
覚
が
以
前
よ
り
も
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ト
リ
ー
が
企
業
家
的
生
産
者
と
し
て
転
換
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
た
一
方
で
、
手
工
芸
開
発
の
対
象
と
な
り
な
が
ら
、
企
業
家
に
な

る
こ
と
に
成
功
し
な
い
生
産
者
も
い
る
。
政
府
に
よ
る
手
工
芸
開
発

は
、
市
場
経
済
の
勝
者
の
み
を
成
功
と
み
な
す
の
か
、
あ
る
い
は
企

業
家
的
で
な
い
生
産
者
も
、
生
業
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
、
よ
り
多
く
の
生
産
者
を
支
え
る
の
か
、
ど
ち
ら
の
方
針
を

今
後
と
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
問
い
は
、
手

工
芸
生
産
者
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
投
げ
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
し
、
南
ア
ジ
ア
の
手
工
芸
商
品
を
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど

を
媒
介
し
て
購
入
す
る
日
本
の
消
費
者
に
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

◉
付
記

　
　
　

本
稿
は
、
以
下
の
助
成
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
科
学
研
究
費
補

助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
（
二
〇
〇
七
年
度
～
二
〇
〇
八
年
度
）「
物
質

文
化
か
ら
み
る
災
害
復
興
研
究
―
―
イ
ン
ド
西
部
地
震
に
み
る
ロ
ー
カ

ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
接
触
過
程
」（
代
表
：
金
谷
美
和
）、
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
消
費
社
会
化
と

都
市
空
間
の
変
容
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
」（
二
〇
〇
六
年
度
～

二
〇
〇
九
年
度
）（
代
表
：
三
尾
稔
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
Ａ
「
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
自
然
災
害
へ
の
社
会
的
対
応
に
関
す
る

民
族
誌
的
研
究
」（
二
〇
〇
四
年
度
～
二
〇
〇
七
年
度
）（
代
表
：
林
勲

男
）。

◉
注

＊
１　

イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
に
は
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
（
司
祭
）、
ク
シ
ャ
ト
リ

ヤ
（
戦
士
）、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
（
商
人
）、
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
奴
隷
）
の
四
つ

の
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ス
ト
（
ヴ
ァ
ル
ナ
）
の
存
在
が
あ
る
が
、一
般
に
は
、

よ
り
細
分
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
カ
ー
ス
ト

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
カ
ー
ス
ト
内
婚
、
職
業
の
世
襲
の
ほ
か
、

他
カ
ー
ス
ト
と
の
共
食
や
接
触
の
制
限
な
ど
が
あ
る
。

＊
２　

国
勢
調
査
は
一
〇
年
に
一
度
行
わ
れ
る
。
イ
ン
ド
西
部
地
震
の
た

め
に
、
二
〇
〇
一
年
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
カ
ッ
チ
県
の
調
査
は

中
止
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
カ
ッ
チ
県
の
二
〇
〇
一
年
の
資
料
は
手

に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

＊
３　

こ
の
川
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
干
上
が
り
、
以
降
、
カ
ト
リ
ー

は
地
下
水
を
染
色
に
用
い
て
い
る
。

＊
４　

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
カ
ト
リ
ー
、
一
九
九
九
年
二
月

一
一
日
、
ダ
マ
ル
カ
ー
村
に
て
。

＊
５　

そ
れ
に
加
え
て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
部
と
も
交

易
が
あ
っ
た
。

＊
６　

一
九
九
四
年
に
デ
リ
ー
観
光
交
通
開
発
公
社
と
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
手
工
芸
と
手
織
の
開
発
長
官
の
後
援

を
受
け
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

＊
７　

こ
の
制
度
は
、
ま
ず
手
工
芸
生
産
者
の
た
め
の
も
の
が
一
九
六
五

年
に
始
ま
り
、
一
九
八
七
年
か
ら
は
織
工
の
た
め
の
も
の
も
始
ま
っ

た
。
全
国
か
ら
州
単
位
で
公
募
さ
れ
た
職
人
の
う
ち
か
ら
選
定
さ
れ
、

現
在
で
は
毎
年
四
〇
人
の
優
れ
た
手
工
芸
生
産
者
（m

aster craftper-
sons

）
と
三
〇
人
の
国
家
報
奨
者
（N

ational M
erit Certificate

）
が

選
ば
れ
る
（D

CH
 1995: 7

）。

＊
８　

ダ
マ
ル
カ
ー
村
の
更
紗
工
程
の
詳
細
、
ま
た
木
版
の
製
作
に
つ
い

て
は
三
尾
・
金
谷
・
上
羽（2008

）を
参
照
の
こ
と
。こ
の
映
像
は
現
在
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
に
て
常
時
公
開
さ
れ
て
い
る
。

＊
９　

カ
ッ
チ
地
方
に
お
い
て
、
土
器
作
り
は
手
工
芸
開
発
の
支
援
を
受

け
つ
つ
も
、
企
業
家
的
生
産
者
に
転
換
し
て
い
る
例
を
見
な
い
。
イ
ン

ド
の
他
の
地
域
に
お
い
て
は
、
土
器
の
製
作
者
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
る
（Jain 1998: 60-69

）。

土
器
が
、
イ
ン
ド
都
市
中
間
層
の
あ
い
だ
で
は
、
日
用
品
と
し
て
よ
り

も
装
飾
品
と
し
て
の
需
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
布
製
品
の
よ
う

な
規
模
の
大
き
い
需
要
が
望
め
な
い
こ
と
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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Ⅰ 

は
じ
め
に

本
研
究
で
は
、
南
イ
ン
ド
、
ア
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州

（
以
下
Ａ
Ｐ
州
）
の
巡
礼
地
、
シ
ュ
リ
ー
・
カ
ラ
ー
ハ
ス
テ
ィ
（Sri 

K
alahasti　

以
下
Ｓ
Ｋ
Ｈ
Ｔ
（
現
地
略
称
））
で
製
作
さ
れ
て
い
る
手

描
き
模
様
染
色
布＊

１

で
あ
る
カ
ラ
ム
カ
リ
を
取
り
上
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